
こころの健康力  
r－－－－t－－－一一●－■■－－■‾‾●‾‾‾‾‾‾‾‾ l  

‡急速に増加するアルツハ：  

≡イマー病について、  

：ステージに合わせた対策： l  

：が必要  
l ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一－■■■－■－－－－－一一－－－－l   

☆症状の出現前に   

早期診断ができる   

技術の開発と実用化！  

認知症の方が  

電心して暮らせる   

地域づくり  

を目指し辞すぎ  
☆症状の進行に対応した   

医療と福祉の  

うつの  

早期発見、  

早期治療開始  

督推進し昏すぎ  

☆うつに悩む万に対する   

理解の推進を図り、   

早期に医療機関を受言多   

する方を増やす！  

；「うつ」で医療機関を受診；  

…する方は、非常に少ない；  
■ － ■■－ d■ ■■－■ ■ － ■－ －－ －－－一 －－ 一 一 － － － － －■■ ■ －■■  

うつの発症要因  うつの受診率   

☆地域や職域での   

理解の促進、相談体制   

の整備、社会復帰プロ   

グラムの開発！  

社会権儒の推進  

蟄目指♭昏すぎ   

…労働者の「うつ」の発生賢  

一因として職場における蘭琴  

∴が約40％  

■業視負荷  口陀一環の対人関係 口異  
口昇進  口家族の人間関係 口異  
口家族の病気   日経済的問題   口不   

図表：新健康フロンティア戟鴨賢人会議第3分科会資料より一部改変  労働者慣康状況調査（平成14年）  
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☆地士或や国民全体で  

「生宣生己暮ら蟹う」  

「訳達者人生を目指す」  

ための、運動や食事、  

口腔ケア等に取組みや  

すい環境づくりを推進！  

鳩囁ぼ幡F儀摘軌   

翻馴摘儲敵  
前陶璧厨忘寂静重鞄優  

忍鑑敬拓聴魁静啓ぎ   

】一一‥－－＝－－‥一一‥－－－…t一一‥一＝一一－…一一一‥一－＝‾‥‾                                                                               l  

＿＿⊥ ⊥ ．． ＿＿▲＿＿＿＿ごTlト＿l＿L■■一亡l ヽ  

I  

陣痛や膵癌竃慧  

鳩舵純綿畔執醐劉笹  

鈎堰怒鑑硲瀞忍鑑懸   

隔藍番線ダ  

L「膝痛・腰痛で歩けない」  

≡→動きたいのに、動けない・動かない  
☆膝痛・膵癌の予防   

等の研究開発を促進   

し、痛みを訴える万  

：の悪循環で要介護、寝たきり高齢者が増加  
■－■－■－一一一一－－－－一－－－－－－－一－－－－－－－－－一一－－一一－－－－■■－■  

「－－一一－－－－－－－－－－一一一一－一一－－一－－－－－■‾‾‾‾1 1  

；骨董が少ないと骨組しょう症に∴ l  

ミさらには骨折をしやす＜なる。‡  
】＿＿＿＿＿＿■－－－一一－－一一－一一－－－－－一－■－－‾‾‾‾‾疇  

を減らす！   

骨そしょう症対策の考え方  
′ 言1  ′  

せ声鳶・√1  
骨蔓頂値  

Yos十1【mUraNeta120D6   

高齢馨銅像折  

脅減喝魁静粛厨   

正 常   
■■一－／■■ ■  

☆′若い時期からの運動・  

食事等の対策を推進  

iし、骨組しきう症等   
を要因とした骨折の   

患者を減らす！  

骨丑を指標とした  
院の骨組霊症の  
概念を示す．骨丑  
が最大骨丑（正常  
若年平均値）の  
70％未満を骨相  
至芸症、70－80％を  

骨丑減少と定義し  
ている   

O
 
 
 

ロ
リ
 
 
 

骨
 
量
 
 70   

骨折闇値  

60  （歳）  0  20  40  

年 齢  
図表潮健康フロンティア戦略賢人会誌第3分科会資料よリー部改変  
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歯の健康力  

tl莞＝ 毒；  幼児期  学齢期  成人期   高齢期   寝たきり者   l目 標   

○家庭における子どもの丈夫な歯  

q才  
12歳児の  

う蝕予防対策  

一人平均  

○歯の生え替わりの時期における  う歯数の減少  
丈夫な歯と噛み合わせに関する  

雪並の刃  

○妊  

生ま  糸ようじなど  

歯間清掃器具  
○喫   

を使用する人の  

¶．▼■－－  【   割合の増加  

確保に関する知識の普及  

状態の定期的なチェックの推奨  



食の選択力（食育）  

「食を通じた子どもの健全育成」の目標  

食事のリズヘ楽しく食べる／ 
がもてる  子どもに  

／l＼  
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
な
心
と
体
を
保
ち
、
豊
か
な
 
 

人
間
性
を
は
ぐ
く
む
 
 

・
食
に
関
す
る
知
識
と
食
を
選
択
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
 
 

ー
健
や
か
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
 
 

・
食
卓
を
通
し
て
家
族
が
ふ
れ
あ
う
機
会
を
拡
げ
る
 
 
 

○子どもの頃  

からの食育  

の推進  

食事づくりや  

一緒に食べたい準備に関わる  

人がいる  

食事を味わって  

食べる  ○食卓を通し  

た家族の  

ふれあいの   

不足  ○過度なダイ  

エットの健康  

リスクに関す   

る意識啓発  

国民運動の展開  
（家庭、地域、学校、保育所  
等の連携による取組の推進）  ○小児期の  

肥満や思春  

期の不健康  

なやせ等  ○食に関する  

関心・知識  

の増進  

「食事バランスガイド」  

○健全な食生  

活や食料の  

生産、流通  
等に関する  

知識と理解   

の不足  

r叫￥ 周  

dr「押下‘し・「て∩－  

○農業体験、   
自然体験等  

の促進  

‰コ戚如  

／  

7、  i■  

、L、二・－－－－一丁，－∵r－＝1V－－－1・て、．「・1－・・一・－■－・・－十   
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l■ － －■ － －－ ■■■－ － － ■－ － ●－ － ■■－1－ ■－ －－■ －■ － ■一  

外遊びやスポーツを通じた  

子どもの体力の向上  

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
国
民
の
誰
も
が
、
l
生
涯
に
わ
た
っ
 
 

て
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
に
よ
り
、
体
力
の
向
上
や
精
 
 

神
的
な
ス
ト
レ
ス
の
発
散
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
心
身
の
両
 
 

面
に
渡
る
健
康
の
保
持
・
増
進
を
図
る
。
 
 
 

成
 
 

育
 
 

欲
 
 
 
の
 
 

○外遊びやスポーツに親しむ習慣や意  
幽重宝  

量る・跳ぶなど弛  

迦辿吐  

ついて  

○家族や地域ぐるみで身近に運動・スポーツ   

に親しむことができる環境の整備  

等
 
 

夏   
一生涯にわたる豊かな   

「スポーツライフ」の実現  
■ ■－ － ■■－ －－ ■－ ■－ t－ ■■一 － － － － － － ■■■－ －－ － ■■■－111－ ■   

■
 
 

－
－
－
 
 

○国民に対する運動・スポーツの普及・啓発  

等  

○子どもから高齢者まで誰もが、いつでも、どこ  
でも、いつまでも、運動－スポーツに親しむことが  

できる環境の整備  

・細慮盟  

ことがで  －ツに  

＿，l  



家庭力∫地域力  
一‾‾「「‾て‾【‾‾【1【◆ニーて’■「 ′∵ T：＼∵∵≡ ヽ、  

子どもがすくすく育  

つ家庭・地域づくり  

子どもが安心してすごせる場の  

確保  

子どもの育らや子育てについて  

の理解の促進  

家庭で、地土或で、食卓を囲み一  
緒に食べる意義を見直す運動  

家族や地土或ぐるみで身近にス  

ポーツに報しむことができる  

環境の整備  

子どもの製品等による事故情報  

の収集・共有・活用の推進  

地域¶ 家庭で支え  

る女性の安心   

綿の健康つくりと健康知喜哉  

の次世代への伝承  

地土或でのピアカウンセリン  

グ等の手法を用いた健康教   
コ±ミ  

戸∃  

地土或での相談場所の設置  

家
庭
の
機
能
の
強
化
と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
柑
 
 

る
世
代
間
の
つ
な
が
り
の
回
復
を
通
じ
た
健
康
安
 
 

心
の
確
保
 
 
 

・
核
家
族
化
、
都
市
化
、
少
子
化
等
の
進
展
に
伴
う
、
 
 

近
所
付
き
合
い
や
世
代
間
の
つ
な
が
り
を
通
じ
た
 
 

支
え
合
い
の
減
少
 
 

・
子
育
て
に
関
わ
る
親
力
・
家
庭
力
の
低
下
 
 

〆 

町内会う  

家庭＿、ニミq  

高齢者がいきいき  

暮らせる地域づくり  

住民の介護予防意識の向上、  
活力ある地域つくりの推進  

認知症対応ネットワーク  

認知症になっても本人や家  

族が安心して暮らせる地士或  

づ＜り  

地土或の介護予防活動の定着  

働き盛りによる地域  

活動への参画の推進  

地士或（職土或）ぐるみの健康つ  

くり運動、メタボ対策の展開  

安心・身近ながん検診の普及  

推進  

地土或でのうつへの理解促進  

と相談治療体制の整備  

家族が共に過ごす時間が持て  

るワークライフバランスの推進  

‾‾‾   － J       ≠ 

、＼  
r、、学校ノ、、  

、、  ノ汀′  

7   ノノ山‾【 
†「†、． ヽ 

． 保健所．ブ  
＿・一－′－  
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活動領域の拡  

ミュニケーション  

高齢者等の生活を支援するロボットの普及   

高齢者等が使用しやすい次世代福祉器具等の開  

発・普及   

がん・認知症一運動器疾患予防一治療薬開発   

低侵襲診断・治療器機開発  

遺伝子治療・再生医療開発   

痺痛緩和技術の開発・普及  

≡≡  
在宅医療用具の開発・普及   

ITによる在宅医療・介護の開発・普及  

パワースーツ、高度義手・義足  

などの開発   

感覚器代替・補助機器の開発  

個人適合車いすなどの次世代福祉機器開発・普及  

担軽減  

化された技術を普及するための  

及啓発・ニーズ  

○利用者のニーズ・満足度に基づく製  体制の確保  
品評価と開発への循環  ○ 適切な技術活用が可能な医療専  

技術評価  

○ バリアフリーなど障害者等の身体機  門職や福祉専門職の育成  

能・生活機能支援技術のため、学問  ○ 在宅での機器の使用・訓練などの  
○技術に対する適切な評価  

的な融合領域研究を支援。  技術使用の環境整備  
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ニ
吼
ズ
を
踏
ま
え
た
技
術
の
創
出
 
 
 

イ 

ノベ・Jソヨン推進基盤の構築 ・へ撼桐寒剤化塾地軸成？lqめlの刷盟苧l  

L  
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1
い
＝
リ
 
 

。ニーズに基づく、革新的  
技術開発とその汎用化  

ー▲ヽ
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1
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支援施策   

開発促進施策t   

人材育成   

実用・定着   

促進施策  
〃＿▼【▼■「一■十【▼－一－－・・－－▼汀一一r－ー－【－「－－・－－一〔－・√－・TT一■、「▼■1  

ニーズ・市場創出・  

国民啓発  

技術評価の満足度′イ  

・汎用化による新たなニー  

ズに基づく技術革新  
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ＝ニ＝＝＝ニ＝＝＝＝＝＝ニ＝＝＝＝＝ニニ＝＝＝＝＝＝ニ＝＝ニご＝＝ご・／  

感覚障害補助具、  新治療薬、パワースーツ、   
遺伝子治療、再生医療など  
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